






 

1.自己注射療法の目標 

 血友病患者治療の原則はいう迄もなく,できるだけ出血を未然に抑え,始まった出血も程

度の軽いうちに止血して,自覚的・他覚的障害を最小に止めるよう出血を管理することであ

る。自己注射療法はこの出血管理の最も効果的な方法である。またこれまで血友病患者に

課せられてきた種々の肉体的・精神的・社会的制約に順応して,できるだけこれを克服でき

るよう指導することも本療法の目標である。この止血管理を最も効果的に行うためには,

日常生活の態様を工夫して出血の起こらないようにするとともに,少しでも出血の起こっ

たことが想定される場合は直ちに必要な凝固因子を補給することが重要である。ここに出

血の早期認知と早急な補充療法の実施が当面の課題となる。しかしてこの課題を達成する

ため,現在世界各国では血友病患者自身による自己注射の制度が考究され,その実施が試み

られているが,今回わが国でもこの自己注射が厚生省により認許されたので,わが教室にお

いてもその効果を十分に発揮するため,概ね次のような対策を立案試行しつつある。 


